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研究者のあなたに代わって
エームス試験用陽性対照コントロールを調製

◆安衛法のガイドラインに従って調製した陽性対照コントロールです。

◆ 調製済み陽性対照を各々0.5mlすつ2mlセラムチューブに分注してー80℃以下でお届けします。
◆ 最終希釈の手間はいりません。溶解して直ぐにご使用いただけます。（復帰試験データ付き）

4種類 計8濃度 10本入（下記参照）

マルチセット内容
陽性対照物質： 2AA

AF-2 
NaN3 
9AA 

Th.I”k Globally; Act 

濃度： 5、10、20(*)、1OOμg/ml 
0.1(*)、1.0μg/ml
5.0μg/ml 
BOOμg/ml 

溶媒： DMSO
DMSO 
注射用水
DMSO 

（＊）は各々2本、他は各1本

●予定販売価格： lセット10本入 ¥15.000
●保証期限：ー80℃以下での保存で1年間

研究者の皆様のこ要望にお応えして
小さいシャーレ（径6cm)のエームス培地を作りました

◆本培地は安衛法のガイドラインに従って調製した最少グルコース寒天培地です。

◆ 一般的な径9cmのシャーレに比べて面積が約半分にtcJ-りました。貴重なサンプルの使用量が大幅に削減
できます。

このS-9は、キッコーマン研究本部で調製されたものです。

変異原性試験用凍結S-9 _
 家田貿易のS-9は7週令のSDラットの雄に誘導剤としてフェノバルビタール及び5、6ーベンゾフラボン

を腹腔内投与した肝臓から調整したものを標準としていますが、その他の動物種及び誘導剤についても御

相談に応じております。

S-9は活性の高い酵素系よりなっておりますので、一80℃で保存して下さい。まれに解凍後分離すること

がありますが活性には異常がありませんので、よく攪拌して御使用下さい。

●包装単位： 1.5m£X 12本詰 ●特注品、S-9に関して詰容量は4.5m£までお受けいたします。

●活性テータ

ロット毎に下記の生化学的活性データを添付致します。 ロット毎に下記の変異原活性テータ（突然変異株数）を添付致します。

クエン酸ー水和物・・・・・・・・・・・・・・・・..2g 
りん酸ニカリウム、無水・・・・・・・・・・・・lOg 
りん酸アンモニウム・・・・・…・ •… .. 1.92g 
水酸化ナトリウム・・・・・・・・・・........0.66g 
蒸留水・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・200ml 

B.ぶどう糖・・・・・・・・・・・20g 
蒸留水・・・・・・・・・・・・・・・ 100ml

C. 寒天・・・・・・・・・・・・・・・・・・15g 
蒸留水・・・・・・・・・・・・・・・700ml

A、B、Cそれぞれを高圧蒸気滅菌し、60℃に冷却して混合。これを放射線滅菌したシャーレに12ml
分注し凝固させます。

●予定販売価格： ¥10,000/l0枚
●保証期限：室温(l5℃~25℃)暗所保存で6ヶ月間安定です。
●標準サイズ（径8cm)シャーレ「テスメティアAN±音地」も販売しておりますのでご照会下さい。

お問い合わせ・カタログ請求は

製造元

＠ が9エン”’'醗鐸工業糠式会註
バイオ事業部

〒174-8505 東京都板橋区小豆沢3丁目6番10号
TEL : 03-3968-1192 FAX : 03-3968-4863 

e-mail : fbi@oyc.co.jp 

販売元

〇和光純薬工業株式会社
本 社〒540-8605大阪市中央区道修町三丁目1番2号

TEL : 06-6203-37 41（代表）
東京支店 〒103-0023乗京都中央区日本橋本町四丁目5番13号

TEL : 03-3270-8571（代表）

分 画 測 定デ ー タ

タンパワ質含量

S-9 
チトワロームP-450含量
DMN脱メチ）レ酵素活性

(9,00Qxg分画）
アニリン水酸化酵素活性
ベンゾ〔a〕ピレン水酸化酵素活性

ミワロソーム タンパワ質含量
(105,ooox g分画） チトワロムP-450含量

“ 

薬 物 菌 株＊

ベンゾ 〔a〕ピレン TA-100、TA-98、TA-1537

2ーアミノアントラセン TA-100、TA-98、TA-1537

9、10ージメチ）レアントラセン TA-100、TA-98、TA-1537

自然発生突然変異株数 TA-100、TA-98、TA-1537

Iエームス試譲用凍結S-SMIXl 
①エームス試験がより手軽になりました。

◎S-8にコファクターミックスを加え無菌的に調整しました。

⑤解凍後、直ちにエームス試験にご使用いただけます。

④S-8が1muとコファクターミックスが9mu入っており、20プレート分の試験が可
能です。

●包装単位： 1Om£ X 8本、 Sm£ X 4本

染色体異常試験用凍結S-SMIXl
0 ①染色体異常試験がより簡単になりました。

⑪S-8にコファクターミックスを加え無菌的に調整しました。

⑮解凍後、直ちに染色体異常試験にこ使用いただけます。

④S-8がl.05mDとコファクターミックスが2.45mD入っており、 7プレート分の試験が

可能です。

●包装単位： 3.5m£ X 3本

カタログNo.

S-9 

S-9 MIX 

S-9 MIXTS 

品 名

変異原性試験用凍結S-9

ェームス試験用凍結S-9MIX 

染色体異常試験用凍結S-9MIX 
1三皇
3.SmR X 3本 I¥12,000 

※Salmonella typh1munum 

Salmonella typhimurium T A-100, 

Benz成a)pyrene5μg/plate 

-S-9 MIX 

+S-9 Mix 

□゚五家田繭易株式会社 東京 ：〒113-0033 東京都文京区本郷3-14-16EKビル
TEL.03(3816)2861 FAX.03(3814)5347 

大阪 ：〒564-0044 大阪府吹田市南金田 1-14-5
TEL.06(6338)1518 FAX.06(6338)5626 



贔速國像積算橋能をI寺った
CA-11Dコロニーアナライザー THE KRUMDIECK TISSUE SLICER 
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．． 
細胞 スパイラルコロニー

--
細菌コロニー ペトリフィルム

中
阻止円

●食品コロニー ●水コロニー ●細胞コロニー

●大腸菌コロニー ●レジオネラ菌コロニー

●抗菌コロニー •ェームステスト
•フードスタンプ ●フィルター上のコロニー等

日 tlPit""阻漏碍判謂馴會叫闊I
CCDカメラによる撮像画像を次々に加算累積(32画面で約0.5秒）
していき、裏品質な計測画像を得る画像積算機能

計測する試料の培地や照明等の不均ーなところの濃麿差等を検出し
て計測する、実時間シェーティング補正機能

●混釈コロニー等での淡く小さいコロニーの計測
●不均ーな培地、透過しない培地のコロニー計測
●ゴミ、インク、気泡が入ったコロニーの計測

●選択培地等色の付いた培地のコロニー計測
●培地やコロニーが片寄ったサンプルの計測
●短時間培養コロニーの計測

一僅か60cm巾のワゴンにのります。（プリンター付き）

mm門□ ht
電源投入後サンプルをセットしてスタート
ボタン（フットスイッチでも可）を押すだけ
でどなたにでも使えます。

冒温mmn:I
サンプルをセットすると同時にCRT
画面上に計測状況が表示されます。

＂舟房tl」lil
重なり合ったコ□＿ーを自動分離しても
1シャーレ0.9秒で計測できます。

1 『
数十μmのコロニーや数万個の
コロニーが計測できます。

『 「I
顕微鏡、高倍率レンズ、パソコン等の

接続により更に効率の良い運用がで
きます。

生きた組織の無菌スライスができます。

クルムティーク・ティッシュスライサーは、生化学・

生理学・薬理学・毒物学なとの研究に応用でき、組

織培養のための無菌スライス作成用にテザイン

されています。

※現在、測定しているサンプルを、お客様の所へ伺って測定するデモを行います。

製造発売元 本社・工場／〒197-00日東京都福生市福生］253-16

匝システムサイエンス株式会社 TEL O42(552)5956（代表）
URL:http://www.ssc-bios.co.jp E-mail:info@ssc-bios.co.jp 

●薄い円形のスライスが、5~15圃直径の範囲

で作成できます。

●ボタンを押すだけで、 E~3秒に一枚の割合

で（最高スピードの場合）作成でき、初心者

でも取扱いは簡単です。

●スライスは再現性良く、バラッキもなく60

~l OOOμmの厚さで作成されます。

ラットの肝臓（倍率430X) ラy卜の腎臓（倍率lOOX)

右の写真はラットの肝臓のスライス（厚さ60μmおよび135μm)で、左の写真はラットの腎臓のスライス(135~?OOμm)です。

どちらも切片面の平行性と美しさ（ダメージがない）に注目して下さい。
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RecA protease 
activation phase 
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Induction of SOS 
functions 

変異原性試願をかえます
■発光カイネティックアッセイによる高感度
■AMES試験と高い相関性
■2検体の測定時間はわずか4時間
■Genotoxicityとc}itotoxicityを同時に測定
■測定および結果判定は全自動
■わずか1mgの検体量

,. 

〶大日本製薬株式会社
ラボラトリープロダクツ部

〒564-0053 大阪府吹田市江の木町33番94号
TEL (06) 6386-2164（代表） FAX (06) 6337-1606 
〒ll 0-0001 束京都台東区谷中3丁目25番6号
TEL (03) 5685-7205（代表） FAX (03) 3828-6547 

ホームページアドレス http://www.dainippon-pha「m.co.jp/labop「0/
学術的問い合わせ

TEL (06) 6386-2184. FAX (06) 6337-1606 

00-09 

編集後記

環境変異原学会にとって21世紀の幕開けを飾る 8thICEMが終了しました．皆様，これか

らの研究への思いを新たにされていることと思います．本号は，原著論文および5月に開佃

されました公開シンポジウムの特集号です．シンポジウムのオーガナイザーでありました布

柴達男先生の多大なご尽力により，すべての先生方に執筆していただくことができました．

活性酸素の影響について多方面からのアプローチが最新の知見と共に紹介されています．執

筆いただいた先生方，布柴先生に謝意を表します．

本学会の発展には本雑誌の充実が欠かせません．皆様のご投稿ならびに雑誌に対するご意

見をお待ちしています． 担当編集委員 赤沼 三恵
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